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3.土壌汚染 

土壌汚染対策法が改正（平成 22 年 4 月 1 日施行.法律第 23 号）され、一定規模以上の土地

の形質変更時には形質変更の届出が必要となり、当該土地に土壌汚染のおそれがあると認め

られるときは、広島市長により土壌汚染状況調査の実施命令が発令されることとなった。（法

第 4 条） 

しかし、法第 4 条では形質変更部分（掘削）のみの指定となり、今後の埋立て行為に支障

があるため、法第 14 条の指定の申請（砒素）を行い、規制対策区域として適切に管理する

こととした。 

 

①地表・・・概ね深さ 50 ㎝程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 1 ヶ月の作業量 

（15ｍ×15ｍ×0.5ｍ）/日×24 日/月＝2700 ㎥/月 

施行区域 

試料採取 

砒素・鉛分析 

基準に適合 基準に不適合 

立木伐採後、試料採取は施行計画よりひと月の

作業※1 を代表する 1 地点とし、20ｍ格子内で選定

する。 

（調査頻度 1 回/月） 

分析方法 

・土壌溶出量…環境省告示第 18 号 

       （平成 15 年 3 月 6 日） 

・土壌含有量…環境省告示第 19 号 

       （平成 15 年 3 月 6 日） 

掘削 対応措置の検討 

（毎年施行範囲を設定） 

土壌溶出量基準
（㎎/ℓ）

土壌含有量基準
（㎎/㎏）

鉛 0.01以下 150以下

基準

砒素 0.01以下 150以下
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＜掘削土砂調査＞ 

 

 

 

切土区域 

試料採取 

砒素・鉛分析 

基準に適合 基準に不適合 

分析方法 

・土壌溶出量…環境省告示第 18 号 

       （平成 15 年 3 月 6 日） 

・土壌含有量…環境省告示第 19 号 

       （平成 15 年 3 月 6 日） 

覆土として利用 対応措置の検討 

事前調査により、「砒素」は斜面及び底盤中の破砕帯の岩石

中に高濃度で分布することが確認されていることから、掘削

土については原則深さ 5ｍごとにこれらの破砕帯が確認され

た時点で破砕帯周辺の試料採取を行う。 
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図－5 土壌調査地点 

H25.10（在来地盤） 

掘削区域 

H25.10 （在来地盤） 

H26.2  （-5ｍ地点） 

H26.10（-10ｍ地点） 

掘削区域 

H25.10 （-5ｍ地点） 

H26.2 （-10ｍ地点） 

H26.6 （-15ｍ地点） 

掘削区域 

H25.10 （-5ｍ地点） 

H26.2 （-10ｍ地点） 

掘削区域 


